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ご加入中の皆様へ
　傷病休業給付金の請求に際しては、
約款で規定している給付要件を満た
していることが必要です。休業時に
は、速やかに所属の保険医協会・保
険医会にご連絡をお願いします。
　新型コロナウイルス感染症（疑い
含む）で休業される場合も、他の疾
患同様、休業中に第三者の医師に受
診していただくことが必要です。

　
保
険
医
協
会
・
保
険
医
会
は
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
休

業
へ
の
備
え
と
し
て
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
（
休
業

保
障
制
度
）
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
同
制
度
を
運
営
す
る

全
国
保
険
医
休
業
保
障
共
済
会
（
休
保
共
済
会
）
の
森
明

彦
専
務
理
事
（
保
団
連
共
済
部
長
）
に
聞
い
た
。

　
休
業
保
障
制
度
の
加
入
・

増
口
申
込
を
受
け
付
け
中
で

す
（
加
入
日
は
８
月
１
日
）。

加
入
資
格
を
満
た
し
て
い
る

方
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
患
者
さ
ん
の
診
療
継
続
、

ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
継
続
や
医

院
の
維
持
、
家
族
の
生
活
な

ど
、
特
に
開
業
医
は
多
様
な

責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
短

期
の
休
業
は
預
貯
金
等
で
し

の
げ
て
も
、
長
期
の
休
業
を

保団連の休業保障制度
保
団
連
共
済
部
長
・
休
保
共
済
会
専
務
理
事

森  

明
彦

傷病分類別平均給付日数
（2015年度～2019年度）

悪
性
新
生
物

血
液
・
循
環
器

疾
患

不
慮
の
事
故

■ 入院　　■ 自宅療養
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余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の
備

え
は
必
須
で
す
。

　
休
業
保
障
制
度
は
、
ケ
ガ

や
病
気
で
診
療
を
休
ん
だ
時

に
給
付
金
を
受
け
ら
れ
る
、

保
険
医
協
会
・
保
険
医
会
の

医
師
自
ら
の
手
で
創
設
さ
れ

た
共
済
制
度
で
す
。
会
員
同

士
の
助
け
合
い
制
度
と
し
て

非
営
利
の
運
営
を
貫
い
て
お

り
、
手
ご
ろ
な
掛
金
で
中
長

期
の
傷
病
に
よ
る
休
業
に
備

え
ら
れ
ま
す
。

確
か
な
給
付
実
績

　
１
９
７
０
年
創
設
以
来
、

２
万
８
９
８
７
人
に
１
２
５

６
億
９
０
０
０
万
円
給
付
し

て
き
ま
し
た
。
休
業
に
至
る

疾
病
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
悪
性

新
生
物
を
は
じ
め
、
平
均
で

見
る
と
、
２
、
３
カ
月
の
休

業
を
要
し
て
い
ま
す
（
図
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
の
請
求
で
は
、

昨
年
５
月
か
ら
本
年
２
月
ま

で
で
、疑
い
４１
件
含
め
８２
件
、

総
額
約
３
７
７
０
万
余
円
を

給
付
し
て
い
ま
す
。

　
給
付
を
受
け
た
方
か
ら

は
、「
ま
さ
か
自
分
が
病
気
で

長
期
間
休
む
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」「
加

入
時
か
ら
掛
金
が
上
が
ら
な

い
の
で
お
守
り
代
わ
り
に
加

入
し
た
が
、
予
期
せ
ぬ
休
業

で
給
付
を
受
け
助
か
っ
た
」

「
協
会
の
役
職
員
の
親
身
な

対
応
が
、
家
族
に
と
っ
て
心

強
か
っ
た
」
な
ど
の
声
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
加
入
を
ご
検
討
の
方
は
ご

所
属
の
保
険
医
協
会
・
保
険

医
会
に
、
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

『
月
刊
保
団
連
』ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

町
医
者
と
い
う
生
き
方

　『
月
刊
保
団
連
』
4
月
号
の
テ
ー
マ
は
「
町
医
者
と
い
う

生
き
方
」。
困
難
を
乗
り
越
え
、
地
域
医
療
に
ま
い
進
す
る

先
輩
開
業
医
師
・
歯
科
医
師
を
紹
介
し
、
町
医
者
と
し
て

の
生
き
方
を
探
求
す
る
。
著
者
の
投
稿
概
要
を
紹
介
す
る
。

医
者
が
大
病
に
見
舞
わ
れ
た
と
き

石
川
協
会
　
三
宅
　
靖

　
約
５
年
前
に
大
病
に
罹
患

し
、
一
時
は
生
命
も
危
ぶ
ま

れ
た
。
周
り
の
協
力
で
快
方

に
向
か
い
、
現
在
は
、
ほ
ぼ

病
前
の
生
活
に
戻
れ
た
。
休

診
期
間
は
実
に
４
カ
月
に
及

ん
だ
。
妻
、
ス
タ
ッ
フ
、
近

隣
の
医
療
機
関
な
ど
に
助
け

ら
れ
、
訪
問
診
療
の
患
者
に

も
適
切
な
医
学
的
管
理
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
　

　
突
然
の
病
に
見
舞
わ
れ
本

当
に
頼
り
に
な
る
の
は
家

族
、
従
業
員
、
近
隣
の
医
療

機
関
や
調
剤
薬
局
、
そ
し
て

経
済
的
な
裏
付
け
で
あ
る
。

私
の「
開
業
医
宣
言
」

岐
阜
協
会
　
竹
田
智
雄

は
、
医
療
に
対
す
る
基
本
姿

勢
と
し
て
「
開
業
医
宣
言
」

を
掲
げ
た
。

　「
宣
言
」は
町
医
者
と
し
て

医
療
を
実
践
す
る
上
で
、「
全

人
的
医
療
」、「
対
話
の
重
視
」

な
ど
地
域
医
療
に
取
り
組
む

指
針
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
患

者
・
国
民
と
と
も
に
医
療
改

善
や
平
和
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
も
医
師
の
責
務
と
し
て

い
る
。
患
者
と
の
対
話
を
通

じ
て
「
宣
言
」
を
実
践
し
た

事
例
を
紹
介
す
る
。

地
域
で
生
き
る
女
性
開
業
医

愛
知
協
会
　
佐
野
由
衣

　
名
古
屋
市
北
区
で
開
業
し

て
6
年
半
が
経
過
し
た
。

　
自
分
の
判
断
で
新
し
い
も

の
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
小
回

り
が
利
く
こ
と
が
開
業
し
た

良
さ
だ
。

　
一
方
、
大
変
な
こ
と
は
常

に
職
員
の
労
務
管
理
だ
。
開

業
当
初
は
従
業
員
に
遠
慮
し

て
注
意
し
づ
ら
か
っ
た
が
、

駄
目
だ
と
気
づ
き
、
最
近
は

　
患
者
が
町
医
者
に
望
む
も

の
は
、
何
で
も
言
え
る
身
近

な
「
相
談
医
」
で
あ
る
。
開

業
医
師
・
歯
科
医
師
は
、
地

域
に
根
ざ
し
、
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
よ
う
と
懸
命
に

努
力
し
て
い
る
。

　
１
９
８
９
年
に
保
団
連

な
に
よ
り
休
業
保
障
等
に
加

入
し
て
い
た
お
か
げ
で
経
済

的
損
害
も
最
小
限
に
抑
え
ら

れ
た
。
常
日
頃
か
ら
の
準
備

が
開
業
医
に
は
欠
か
せ
な

い
。

早
め
に
注
意
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　
診
療
所
は
徐
々
に
地
域
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
や
り
甲
斐

と
責
任
を
感
じ
て
い
る
。
近

隣
の
病
院
、
診
療
所
、
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
と
連

携
し
て
、
地
域
の
方
に
安
心

し
て
通
っ
て
も
ら
え
る
診
療

所
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

男
女
別
合
格
率
を
公
表

女
性
部
の
要
求
実
現

　
２
０
１
８
年
に
医
学
部
の
女
性
受
験
生
に
対
す
る
入
試

差
別
が
発
覚
。
保
団
連
女
性
部
は
文
科
省
な
ど
に
対
し
て

男
女
別
合
格
率
の
公
表
を
要
請
し
、
昨
年
１２
月
に
実
現
し

た
。
入
試
差
別
の
解
消
に
向
け
て
は
、
継
続
的
な
調
査
や

再
発
防
止
策
が
必
要
で
あ
る
。

　
文
科
省
は
、
２
０
１
８
年

８
月
に
４
大
学
の
医
学
部
入

試
で
の
女
性
受
験
生
へ
の
減

点
が
発
覚
直
後
、
す
べ
て
の

大
学
の
学
部
・
医
学
科
の
過

去
６
年
間
の
男
女
別
合
格
率

を
調
査
し
た
。
し
か
し
、
１９

年
、
２０
年
入
試
は
い
ず
れ
も
、

全
大
学
の
調
査
は
行
っ
て
い

な
か
っ
た
。

　
保
団
連
女
性
部
は
こ
れ
ま

で
、
文
科
省
や
国
会
議
員
へ

の
要
請
で
、
入
試
差
別
の
調

査
の
継
続
を
求
め
、
特
に
全

大
学
医
学
部
の
男
女
別
合
格

率
の
公
表
が
重
要
と
指
摘
し

て
き
た
。
男
女
別
合
格
率
の

公
表
は
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
一
定
の
成
果
で
あ
る
。

継
続
的
な
調
査
必
要

　
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
８１
大
学
中
５５
大
学
で

女
性
の
合
格
率
が
男
性
よ
り

も
低
い
。
全
体
平
均
で
み
る

と
、
２０
年
も
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
女
性
受
験
生
の
合
格
率

が
男
性
受
験
生
よ
り
も
低

く
、
そ
の
差
は
１９
年
よ
り
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
差
別
が

完
全
に
解
消
さ
れ
た
と
は
考

え
に
く
い
。
恣
意
的
な
配
点

が
行
わ
れ
や
す
い
面
接
な
ど

科
目
ご
と
の
男
女
別
平
均
点

数
な
ど
も
含
め
て
、
継
続
的

な
調
査
・
公
表
が
必
要
だ
。

　
保
団
連
女
性
部
は
、
調
査

の
継
続
と
と
も
に
、
差
別
の

背
景
に
あ
る
過
酷
な
医
療
現

場
の
状
況
を
改
善
し
、
男
女

と
も
に
人
間
ら
し
く
働
け
る

環
境
を
実
現
す
る
た
め
の
医

学
部
定
員
増
と
財
政
的
保
障

を
求
め
て
い
る
。

加
入
・
増
口
受
付
中

加
入
・
増
口
受
付
中

　
医
師
国
家
試
験
の
合
格
率

は
女
性
が
男
性
よ
り
高
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
合
格
者
の
女

性
割
合
は
２
０
０
３
年
に
３

割
程
度
に
達
し
た
後
、
そ
れ

ま
で
の
伸
び
が
止
ま
り
、
約

２０
年
に
わ
た
り
横
ば
い
が
続

い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
女

性
受
験
生
に
対
す
る
入
試
差

別
を
疑
う
声
は
、
以
前
か
ら

出
さ
れ
て
い
た
。

傷病分類別平均給付日数
（２0１5年度〜２0１9年度）

医学部入試差別

万一のケガや病気に備えて万一のケガや病気に備えて


